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『 ちからの小石 』 
副校長 佐久間 直美 

 

夏休み前のとある日のことです。来校された方が、正門の扉が動かなくなっていることを伝えてくださいました。

早速門まで行き、開けようとするといつもは簡単に動く扉がびくともしません。いったいどうなっているのか、ぐるっ

と見回し、上から眺め、かがんでみても車輪も外れていないし、いつもとかわらない様子です。そこから何度も

押したり引いたりしてみましたが、まったく動きません。首をかしげながら、ふと視線を下に移すとレールに小さな

穴を見つけました。とっさにひらめきその部分を触ってみると、そこには小石がぴったりとはまっていました。「こ

れですか!?」とひとり呟き拾い上げると、直径 2 センチほどの灰色の小石でした。おそらく何かのはずみで、穴へ

はまってしまい、門がひっかかって動かなくなっていたのでしょう。私はしばし、手のひらに乗せた小石の力に感

心し、みとれていました。「こんなにも小さな１つが、あの大きな門を止めることができたのか！」 

小石はもともと倍くらいの大きさがあったと思われる欠けたあとがあり、よく見ると光沢のある銀の線や白い含

有物がみられます。眺めるたびに愛着がわいて、美しく見えてきました。その小石は 9 月の現在まで、職員室

の私の机上に置いてあります。この出来事で小石が教えてくれることがあるからです。 

子どもたちは現在の年齢までにどんな経験をしてきたのでしょうか。入学前後、学校内外、ご家庭、夏休み

中のこと、部活や趣味の場、自分だけの場所等。嬉しいこと、苦しいことも含めてたくさんの経験をしてきていま

す。そこからは必ず何かが得られていると思います。 

例えば、道を歩いていて転んでしまい、怪我をして痛い思いをしてしまったとします。災難ですけれど、でも１

つ、ちからの小石を手に入れました。危険な場所を歩いている人に危ないことを教えてあげたり、怪我をした人

の気持ちをわかってあげられたりする共感力（シンパシー）です。さらに広く見渡して考えられれば、もう１つのち

からの小石が得られます。世の中の、痛い思いをしたことのある人の立場に立って、なぜ・何を・どのように感じ

たか、その人の立場だったらどうだろうと想像する力・能力（エンパシー）を得られます。ビル・ゲイツは、「エンパ

シーこそ、様々な障害を打ち破り、未来への希望を開拓してくれる力である。」と言っていて私も共感します。手

のひらには２つのちから（経験）の小石。でも、使うも使わないも自分しだいです。また、どこでどのように使うべき

か、効果的に最大限の力を発揮できる場所を知る（知識・知恵）ことも大切です。 

一人ひとりに必ず備わっているよさ、力。何の変哲もない灰色の小石に見えたとしても、どう使うかによって、

とてつもない力を発揮できることでしょう。大人は時には一歩離れて場の状況を見渡して後、子どもたちにそっ

と寄り添い、もっているちからについて語り、置き場所を一緒に考え、子どもたちが自分で力の使い場所へ行け

るように背中を押していくことが大事だと机上の小石をみながら考えます。ちからの小石を使って何か物事が動

いたときこそ自分の価値を再確認できる時だと思います。一人ひとりが大切な存在であることを自覚するときで

す。秋の学校は、行事が盛りだくさんです。力の使い場所はたくさんあります。誰しも必ずもっているちからの小

石をどこに置いたのか、探すことも楽しみにしています。 
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今年も東永谷中学校の生徒が活躍しました！ 
 

この夏も、東永谷中の生徒が活躍しました。コロナ禍が続き制限の多い中、一人ひとりが、がんばり

をみせました。活躍の一部を紹介します。 

 

＜ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテスト 朗読部門 出場＞ 

卒業した先輩と同じ場所まで行くことができて、とてもうれしいです。指導してくれた顧問の

先生、また、支えてくれた家族や部の先輩や仲間たちにも感謝しています。来年もチャン

スがあるので自信をもって挑戦したいと思います。  （２年 杉本 保さん） 

 

＜第 56回神奈川県中学校総合体育大会・第 74回神奈川県中学校水泳競技大会＞ 

男子 ５０ｍ 自由形 第 2位 25秒 05         

＜第４６回関東中学校水泳競技大会＞ 

男子 ５０ｍ 自由形 第 5位 25秒０７     

（両大会記録ともに ３年 加藤 琉章 さん） 

 

暑かった夏休み、部活動や自分のやるべきことを楽しんで、頑張りました。取り組んだ結果だけでな

く、その過程で大切なものをたくさん得たと思います。その経験は人生の宝物となることでしょう。 

 

令和 4年度 横浜子ども会議 令和 4年 7月 7日（木） 
 

横浜子ども会議テーマ 「誰にとっても居心地のよい学校づくり」 

このテーマに沿って、相武山小学校、下永谷小学校、南高校附属中学校、東永谷中学校の４校

で、zoom による担当生徒の話し合いが行われました。コロナ禍でも、人と人をつなぐことができる活動

を話し合ったり、学校間で協力してできることを模索しました。この活動を通して、また次の企画を考え

るアイデアや材料が増えました。今後も生徒会企画を行っていきたいと思います。みなさんでステキ

な学校づくりをしていきましょう。（生徒会担当：石田） 

 

 

 

 
 
 
 
 



1年生 校外学習 ソレイユの丘 令和 4年６月３０日（木） 
1 学年は校外学習で、横須賀のソレイユの丘へ行きました。仲間と協力して、ウォークラリーやパン

作り、バーベキューを楽しみました。暑さに負けず、笑顔で楽しんでくることができました。 

＜校外学習実行委員長の言葉＞ 

「１年生は元気でノリがよく、楽しみながら行事に参加できる学年です。僕は、このメンバーで参加で

きる中学校生活初めての校外学習をとても楽しみにしていました。当日どうなるか少し不安もありまし

たが、聞く時は聞く、楽しむ時は楽しむ、といったメリハリをつけて参加することができました。僕は、校

外学習に行くだけでこんなにも成長することができるんだな、ととてもびっくりしました。これからも、遠足

でできたことや経験したことを日々の学校生活や授業の中で活かしていきたいです。そして、メリハリを

つけられる学年を目指していきたいです。」 

（校外学習実行委員長 １年４組 長井陽大さん） 

 

 

 

 

3年生 食文化・マナー講座 令和 4年 7月 7日（木） 

講師：横浜市中華街発展会  理事、 副理事 様 

本校では各学年で食育講座を開催しています。 2 年次はスポーツと食事についての学習を行った、

現３年生は食文化・マナー講座を受講しました。横浜には中華街があり、

中華料理を食べる機会も多くあります。中華街の歴史・変遷、中華料理

のコースの成り立ち、食材、テーブルマナー等について、とても分かりやす

く興味深いお話でした。生活の中に溶け込んでいる中華料理に対して、詳

しく学び、知ることによって他文化を理解し尊重することや食事のマナーを

学びました。 

学校運営協議会 懇談会 令和 4年８月３１日（水） 

地域、保護者のみなさまと学校が情報を共有しな

がら連携を強化して、生徒たちの育成に取り組むことを

目的に、学校運営協議会が開催されています。今回

の会議では、生徒会役員たちが参加して、委員の皆様

へ東永谷中の行事やオアシス運動などの取組につい

て紹介しました。また、今後、地域に貢献することや協

働して取り組めることについて、活発な意見交換ができ

ました。 



 ９月の予定 
<９月>       
１日（木） 防災訓練 

２日（金） 専門委員会     

８日（木） 前期期末試験（理・英・技家・保体） 

９日（金）    〃  （国・社・数・音）          

１４日（水）体育祭・東中祭実行委員会 

１６日（金）全校集会・専門委員会 

２０日（火）生徒協議会 

２２日（木）授業参観・学級懇談会 

３０日（金）３年英検受験  ※予定は変更の場合があります。        

地震を想定した防災訓練 令和 4年９月１日（木） 

関東大震災（大正１２年９月１日）を教訓に、９月１日を防災の日、８月３０日～９月５日を防災週

間として、期間内に防災訓練を実施しています。本校の訓練では、午前中に「はまっ子防災プロジェ

クト」アニメＤＶＤの視聴をしました。実際に横浜で 

震災が起きた時を想定した内容です。午後は、震 

度７、また負傷者が出たときを想定した避難訓練 

を行いました。本校グラウンドへ避難・集合・点呼 

後に、校長から「急ぐ必要はなく落ち着いた避難 

をすること」「避難後は静かにすることが大切であ 

ること」「家族の安否を確認するためには、災害用 

伝言ダイヤル１７１が便利」との話がありました。 

伝言ダイヤルの詳細は、生徒に配布した資料の 

中に記載されています。活用をご検討ください。 

避難した後の生徒たちは、グラウンドへ腰を降ろして静かに話を聞き、「身を守ること、生き延びるこ

と、助け合うこと」を話す、担当者からの話にも真剣な表情で聞き入っていました。 

 

★東永谷中学校を愛そう  ～学校の“素敵”紹介④～★ 

学校を支えてくださる方々はたくさんいます。今回は『読書の秋』、図書ボランティアさんたちの取

組を紹介します。毎月季節の風情を感じる装飾をしてくださっていますが、今月はお月見や、柿、ブド

ウなどの果物モビールが素敵でした。ショーケースの中にも動物愛護のテ 

ーマに合わせた可愛らしい動物の飾り。毎回訪れるたびに、温かい気持ちに 

なります。居心地の良い空間での読書は最高です。丁寧に飾ってくださって 

本当にありがとうございます。図書館に足を踏み入れると人知の宇宙へ迷い 

込んだ気持ちになります。天文学者のハッブルが、宇宙を前にする人類をた 

とえて、「巨大な図書館に足を踏み入れた幼子のようだ」と表現しました。図書館は宇宙。秋の夜空

モチーフは、読書のロマンを感じさせてくれます。ボランティアの皆様、いつもありがとうございます。 

  

  

  

    

 


